
２０１３年１２月２５日 こくろう み と 第６号

１
２
月
１
４
日
（
土
）
、
地
方
本
部
は

大
会
以
降
の
諸
課
題
と
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
支
部
・
分
会
委
員
長
及

び
書
記
長
会
議
を
行
い
意
思
統
一
を
図
り

ま
し
た
。

地
方
本
部
菊
池
委
員
長
は
、
１
０
月
５

日
に
第
６
５
回
定
期
地
方
本
部
大
会
で

「
組
織
拡
大
を
勝
ち
取
る
」
会
議
を
継
続

し
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
指
令
１
号

を
発
し
、
通
年
闘
争
と
し
て
提
起
さ
れ
１

０
０
０
名
拡
大
を
全
国
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
報
告
。
地
方
本
部
は
本
部
指
令
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
目
標
達
成
に
向
け
奮

闘
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
東
京
地
方
本
部
中
澤
和
夫
執

行
委
員
及
び
新
橋
支
部
大
原
真
太
郎
執
行

委
員
か
ら
、
組
織
拡
大
の
経
過
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
中
澤

執
行
委
員
か
ら
は
、
組
織
拡
大
に
特
効
薬

は
な
い
が
継
続
し
た
取
り
組
み
で
、
諦
め

ず
粘
り
強
く
続
け
る
事
が
大
切
で
大
き
な

力
に
な
る
と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

組

織

強

化

・

拡

大

、

労

働

条

件

改

善

の

闘

い

に

奮
闘
し
よ
う
！

11
月
25
日
（
月
）
、
東
日
本

本
部
主
催
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
乗
務

員
勤
務
Ｑ
＆
Ａ
完
成
記
念
の
集

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
戸
地

方
本
部
か
ら
は
、
運
輸
協
議
会

菊
地
悟
議
長
と
運
転
協
議
会
議

長
代
理
と
し
て
坂
本
公
則
執
行

委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
２
０
０
６
年
３
月
に
発
足
し

乗
務
員
勤
務
（
運
転
士
・
車
掌
）

に
つ
い
て
改
善
を
求
め
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
国
鉄
か
ら
Ｊ

Ｒ
へ
移
行
時
に
、
長
年
の
闘
い

で
勝
ち
取
っ
て
き
た
勤
務
に
関

す
る
諸
制
度
や
乗
り
組
み
基
準

な
ど
が
破
棄
さ
れ
新
制
度
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
憲
法

を
は
じ
め
労
基
法
や
労
組
法
な

ど
法
令
を
活
用
し
成
果
と
改
善

を
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
要
求
実
現
の
最
大
の
武
器

は
「
職
場
の
世
論
」
で
す
。
労

働
組
合
の
違
い
を
越
え
て
、
改

善
の
声
を
職
場
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
の
闘
い
の
武
器
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
乗
務
員
勤
務
Ｑ
＆

Ａ
を
活
用
し
「
実
践
の
力
」
で

よ
り
充
実
し
た
内
容
に
し
て
下

さ
る
よ
う
勤
務
プ
ロ
と
し
て
要

請
し
て
い
ま
す
。

全
支
部
分
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・
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書
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議
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12
月
14
日
、
地
本
会

議
室
に
て
「
第
５
回
全

支
部
、
分
会
委
員
長
、

書
記
長
会
議
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

菊
池
委
員
長
挨
拶
及

び
赤
沼
書
記
長
の
提
起

（
本
部
指
令
1
号
）
に

基
づ
き
組
織
の
拡
大
に

向
け
た
一
年
間
の
具
体

的
な
取
り
組
み
、
久
保

田
組
織
部
長
か
ら
は
組

織
部
年
間
行
動
計
画
に

つ
い
て
提
起
が
さ
れ
ま

し
た
。

今
会
議
は
、
全
体
的

な
取
り
組
み
に
な
れ
な

い
悩
み
や
障
害
を
思
う

よ
う
に
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
状
況
を
出
し
合
い
、

東
京
地
本
の
中
澤
執
行

委
員
を
招
き
、
組
織
強

化
・
拡
大
に
向
け
た
東

京
地
方
本
部
の
取
り
組

み
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。２

０
０
８
年
、
国
労

加

入
し

た
新
橋

支
部

（
東
京
）
の
大
原
執
行

委
員
は
、
加
入
に
至
っ

た
思
い
も
含
め
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
報
告
を

頂
き
ま
し
た
。
「
和
解

は
私
達
が
勝
ち
取
っ
た

も
の
、
東
労
組
べ
っ
た

り
の
労
務
施
策
で
は
な

く
な
っ
た
。

今
日
の
状
況
は
、
以

前
の
頭
に
な
っ
て
い
る

自
分
の
気
持
ち
を
変
え

る
こ
と
が
壁
を
な
く
す

こ
と

に
つ
な

が
る

。

「
先
を
見
越
し
て
加
入

さ
せ
よ
う
」
「
加
入
さ

せ
て
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
し

よ
う
」
等
々
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
国
労
の
仲

間
と
の
関
わ
り
や
、
仕

事
以
外
で
も
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

他
労
組
の
青
年
は
、
国

労
を
知
ら
ず
加
入
し
、

労
働
組
合
の
違
い
が
わ

か
れ
ば
加
入
が
加
速
す

る
の
で
は
と
訴
え
ま
し

た
。そ

の
後
、
相
互
討
論

を
行
い
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
頂
く
中
で
、
前

向
き
な
意
見
も
出
さ
れ

展
望
が
出
た
会
議
と
な

り
ま
し
た
。


